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新
天
皇
が
即
位
し
、
新
元
号
「
令
和
」
が
幕
を

開
け
た
五
月
一
日
。「
号
外
で
す
！
」。
札
幌
駅
の

地
下
街
に
、
新
聞
社
員
た
ち
の
声
が
響
い
た
。
連

休
の
最
中
と
あ
っ
て
地
下
街
は
買
い
物
客
や
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
号
外
を
求
め
る
人
た
ち
の

手
が
次
々
と
伸
び
て
き
て
、
途
切
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　「
平
成
」
の
三
一
年
間
が
終
わ
り
、
新
た
に
始

ま
っ
た
「
令
和
」
時
代
。
四
月
一
日
の
新
元
号
発

表
前
後
か
ら
、
高
ま
っ
た
国
内
の
お
祝
い
ム
ー
ド

は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
。
お
正
月
と
い
う
よ
り

も
、二
〇
〇
〇
年
前
後
の
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
ブ
ー
ム
」

に
近
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
四
月
二
七
日
～
五

月
六
日
に
異
例
の
一
〇
連
休
と
い
う
超
大
型
連
休

が
実
現
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
経
済
な
ど
各

界
で
「
平
成
最
後
」
と
「
令
和
最
初
」
が
注
目
さ

れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し
た
。

　
新
聞
業
界
も
例
外
で
は
な
い
。
新
聞
の
号
外
が

近
年
に
な
く
価
値
が
高
ま
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
号
外
が
高
値
で
売
ら
れ
、

新
聞
社
に
は
号
外
を
求
め
る
人
た
ち
の
電
話
や
訪

問
も
相
次
い
だ
。

　
だ
が
、
あ
の
「
昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
へ
の
代

替
わ
り
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
、
違
和
感
を
禁
じ

得
な
い
。
天
皇
の
死
去
を
ど
う
表
現
す
る
か
、
天

皇
の
戦
争
責
任
は
…
…
。「
自
粛
ム
ー
ド
」
が
蔓

延
し
た
昭
和
の
終
わ
り
と
平
成
の
始
ま
り
に
あ
っ

て
さ
え
、
ま
だ
あ
っ
た
天
皇
制
を
め
ぐ
る
議
論
が

散 射 韻

る
内
容
だ
っ
た
。
　

　
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
世
論
調
査
で
も
、
天
皇
制
を

肯
定
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
共
同
通
信
が

五
月
一
、
二
日
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
天

皇
制
に
つ
い
て
「
今
の
象
徴
の
ま
ま
で
よ
い
」
が

約
八
〇
％
。「
象
徴
で
は
な
く
神
聖
な
存
在
に
す

る
」（
約
七
％
）、「
天
皇
制
は
廃
止
す
る
」（
約
五
％
）

は
と
も
に
少
数
派
だ
っ
た
。「
平
成
」
と
い
う
三

〇
年
間
を
経
て
、
国
民
は
皇
室
へ
の
親
し
み
を
増

し
、
天
皇
制
を
受
け
入
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
赤
坂
さ
ん
は
『
箱
の
中
の
天
皇
』
で
、
前
天
皇

を
「
初
め
て
象
徴
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
人
」「
初

め
て
、
象
徴
と
し
て
可
視
化
さ
れ
た
天
皇
」
と
表

現
し
た
。
戦
争
の
傷
跡
が
残
る
国
内
、
世
界
を
は

じ
め
、
震
災
の
被
災
地
な
ど
の
弱
者
を
慰
問
し
て

回
っ
た
前
天
皇
に
つ
い
て
、
憲
法
が
国
家
権
力
を

抑
制
す
る
た
め
に
あ
る
こ
と
を
体
現
し
た
と
指
摘

し
た
。
た
だ
し
、弱
点
に
も
ふ
れ
て
い
た
。「
象
徴
」

の
中
味
は
国
民
の
質
で
決
ま
り
、「
代
替
わ
り
す

る
と
モ
ー
ド
が
か
な
り
変
わ
る
」
こ
と
だ
。

　
改
元
を
契
機
に
、「
女
系
天
皇
」
が
再
び
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
天
皇
を
め
ぐ
る

問
題
を
、
世
継
ぎ
問
題
だ
け
に
矮
小
化
せ
ず
、
タ

ブ
ー
な
き
議
論
が
必
要
だ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

い
つ
か
き
た
道
を
た
ど
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

＜

洋＞

　

今
回
は
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
っ
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
か
け
て
、
一
冊
の

本
を
手
に
取
っ
た
。
赤
坂
真
理
さ
ん
の
『
箱
の
中

の
天
皇
』（
河
出
書
房
新
社
）
だ
。
七
年
前
に
、

天
皇
の
戦
争
責
任
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
東
京
プ
リ

ズ
ン
』
を
出
版
し
、
話
題
と
な
っ
た
作
家
だ
。

　
今
回
の
作
品
は
、
太
平
洋
戦
争
後
、
日
本
を
占

領
し
た
米
国
の
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
」
と
、
主
人
公

の
「
わ
た
し
」
が
時
空
を
超
え
て
出
会
い
、
日
本

国
憲
法
の
第
一
条
に
記
さ
れ
た
「
象
徴
天
皇
」
の

意
味
を
問
い
な
が
ら
、
米
国
の
代
理
人
の
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
と
日
本
人
の
私
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

交
錯
さ
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　
前
天
皇
が
自
ら
退
位
の
意
向
を
表
明
し
た
際
の

「
お
言
葉
」
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
戦
後
か
ら
平
成
へ
と
続
く
象
徴
天
皇
の
あ
り

方
を
追
い
求
め
た
力
作
だ
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　「
天
皇
」
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な
存

在
な
の
だ
ろ
う
か

　
五
月
一
日
朝
刊
の
新
聞
各
紙
を
読
み
比
べ
て
み

た
。「
等
身
大
で
探
る
明
日
の
皇
室
」（
朝
日
新
聞
）、

「
変
化
に
し
な
や
か
に
対
応
を
」（
毎
日
新
聞
）、「
平

和
と
安
定
へ
努
力
重
ね
た
い
」（
読
売
新
聞
）、「
新

し
い
風
を
国
民
と
共
に
」（
北
海
道
新
聞
、
い
ず

れ
も
見
出
し
）。
お
お
む
ね
平
成
時
代
を
好
意
的

に
捉
え
、
令
和
時
代
へ
の
期
待
と
課
題
を
提
示
す

「象徴天皇」って何だ？


